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２００９年１１月２６日 

財団法人製品安全協会 

 

ゆたんぽの低温やけど傷害に対する SG マーク制度における取り組み 

 

１．現況 

 現在、巷ではゆたんぽブームと言われております。SG マーク表示数量から出荷数量

を推定致しますと２００４年度まで年間１００万個程度だった出荷数量はその後年々拡

大を続け、２００８年度は約８９０万個となりました。（表１参照） 

 このブームに伴いマスコミ等の報道でもゆたんぽが取り上げられる回数が増加してい

ますが、ほとんどの報道ではゆたんぽの効能（冷え性対策、美容効果？）やその背景

（省エネ？）についてのみに留まっており、「安全な使用方法」について言及している

例は少ないと言わざるを得ません。 

 ２００２年度から昨年１０月末までの間にゆたんぽに係る事故として SG マークの賠償

措置を求めて発生届けが提出された事故は１７件であり、その内訳は「低温やけどは１

１件」、「口金外し忘れ加熱は２件」「その他４件」でした。 

 

２．「低温やけど」傷害に対する取り組み 

２．１ SG 基準等の改正 

 財団法人製品安全協会（以下「当協会」という。）では、２００５年３月にゆたんぽの SG

基準のうち取扱説明書に関する項を改正してすべてのゆたんぽに対し「低温やけどに

対する注意文書」の同梱を規定しました。この「低温やけどに対する注意文書」は、消

費者代表、学識経験者及びゆたんぽ製造者の意見を採り入れて低温やけどのメカニ

ズムの説明及び低温やけどを防ぐ方法を丁寧に説明・注意喚起する内容となっていま

す。さらに、文字の大きさ、フォントの色彩、注意文書の強調などまで統一し、注意喚

起効果を上げるようにしています。（図１参照） 

 これにより、「低温やけど」の発症は、SG マーク賠償制度の事故届出ベースで対策

前（２００２～２００５年度計）の 11.5×10-7 から２００６年度 8.7×10-7、２００７年度 6.9×

10-7、２００８年度 5.6×10-7という具合に一定の効果があったと考えています。 

 とは言え、依然として実際に低温やけどが発症しているのは事実であり、更に何らか
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の対策を講じる必要があるのではないかと考えました。 

 

２．２ 安全使用 POP の作成・配布 

 そこで、当協会では２００９年１月２７日付で HP 及び SG マーク表示事業者等に対し

て「低温やけど」、「口金外し忘れ加熱」並びに「電子レンジによる加熱」に特化した安

全使用 POP を作成し無償配布を行いました。（図２参照） 

 この POP は SG マーク表示事業者や販売事業者を通じて一般消費者などに広く配

布され、注意喚起効果があったものと推測していますので、今年もシーズンが始まる直

前である１０月２０日から無償配布を始めました。 

 

３．業界を超えた連携の必要性 

 ゆたんぽについては、当協会において前項でご紹介したような取り組みを行ってきま

したが、１つの業界だけの対応では一般消費者等に広く周知することに限界があると

も考えています。同様に低温やけど発症の可能性のある暖房器具等を扱う業界と連

携を図りながら周知方法を行えないものか提案しました。 

 

 「低温やけど」による傷害は、ゆたんぽだけに限らずいかなる暖房器具によっても発

症するおそれがありますので、これらの製品を使用する際には使用上の注意事項をよ

く読み十分注意をした上で使用することが大切です。 
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資料集 
 

表１：推定出荷個数（SG マーク表示数量から推定） 

年度 推定出荷個数 

1996年度 817,000 

1997年度 650,500 

1998年度 792,500 

1999年度 895,000 

2000年度 1,071,000 

2001年度 936,400 

2002年度 890,077 

2003年度 999,300 

2004年度 973,400 

2005年度 1,476,000 

2006年度 2,301,135 

2007年度 2,889,266 

2008年度 8,902,403 
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図１：ゆたんぽに同梱すべき「低温やけどに対する注意文書」の見本 
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図２：ゆたんぽの安全使用に関する POP（HP にてデータを無償配布中） 


